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新規研究開発事業に係る事前評価書 

１．事業情報 

事 業 名 
水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業 

【上位事業：水素社会推進に向けた先導的な技術開発・実証事業】の新テーマ 

担 当 部 署 
経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 水素・アンモニア課  

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 水素・アンモニア部 

事 業 期 間 2025 年度 ～ 2029 年度（5 年間） 

概 算 要 求 額 2025 年度  7,200 百万円 

会 計 区 分  一般会計 ／  エネルギー対策特別会計 

類 型  研究開発プロジェクト ／  研究資金制度 

上位政策・施策

の目標（KPI） 

 水素基本戦略（2023 年 6 月 6 日改定） 

３－１．安定的、安価かつ低炭素な水素・アンモニアの供給について 

（１）安定的な供給（Energy Security） 

水素導入目標：2030 年に最大 300 万トン/年、2040 年に 1,200 万トン/年程度、2050 年に

2,000 万トン/年程度の目標を掲げる。 

（２）供給コストの低減（Economic Efficiency） 

水素供給コスト目標： 2030 年に 30 円/Nm3（約 334 円/kg）、2050 年に 20 円/Nm3（約

222 円/kg、水素発電コストをガス火力以下）の目標を掲げる。 

３－２．供給面での取組 

（１）国内水素サプライチェーンの構築 

水電解装置の導入目標を 15GW 程度として新たに設定し、水素製造基盤の確立を図る。 

４－２．水素産業戦略 

（１）水素供給 

A) 水素製造 

「装置の規模の拡大と装置や部素材の製造能力の向上」、「高温水蒸気電解や AEM（アニ

オン交換膜）型といった新規水電解技術への支援」等を実施していく。 

（３）燃料電池 

燃料電池は、我が国が世界に先駆けて研究開発を進め、特許数も世界一であるなど、技術的

強みを有する分野である。「技術で勝ってビジネスでも勝つ」という状況を目指して、早期

に事業化を進め、ビジネスの観点からも我が国企業群が世界で勝ち抜いていける体制を早期

に構築する必要がある。 

事 業 目 的 
 

カーボンニュートラル実現に向けたエネルギーのトランジションの柱としての水素の供給

と利活用に資する、水電解装置および燃料電池の産業競争力強化のための研究開発事業であ

る。産・官・学が一体となり、水電解装置と燃料電池の市場価値向上のための目標設定を行

い、DX 技術を最大限に活用することで研究開発を高度化・加速化し、事業年度内での目標

達成を目指す。 
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事 業 内 容 

本事業では、燃料電池および水電解装置の飛躍的な性能・耐久性向上、コスト低減に資する

要素技術を開発する。燃料電池については商用車への展開、水電解装置については固体酸化

物型高温水蒸気電解（SOEC）やアニオン交換膜（AEM）型水電解等の先進システムの開発

を行う。共通基盤として、マテリアル／プロセスインフォマティクスや計測インフォマティ

クス、マルチモーダル計測と高度解析といった DX 技術を積極的に導入し、研究開発の高度

化ならびに加速化を図る。 

アウトカム 指標 
 

アウトカム目標  

短期目標 

（2035 年度）  

FC 商用車市場シェア 

水電解市場シェア 

FC 商用車市場シェアの 3 割を獲得する。 

水電解市場のシェア 1 割を獲得する 

長期目標 

（2040 年度）  

運輸部門での CO2 削減量 
運輸（貨物車）部門における CO2 排出量 7400

万トン/年の削減に貢献する。 

水電解による水素製造量 
国内における水素導入量 1200 万トン/年に貢

献する。 

アウトプット 指標 
 

アウトプット目標   

中間目標 

（2027 年度） 

燃料電池の最大出力密度、最高運転温度、

耐久性 

水素貯蔵システムのエネルギー密度、コス

ト 

最終目標の達成を見通す要素技術の確立 

水電解装置のエネルギー消費量、耐久性、

システムコスト 
最終目標の達成を見通す要素技術の確立 

最終目標 

（2029 年度） 

燃料電池の最大出力密度、最高運転温度、

耐久性 

水素貯蔵システムのエネルギー密度、コス

ト 

・出力密度:0.75kW/L,運転温度:120℃,耐久

性:50,000 時間の燃料電池を実現する要素・共

通基盤技術の確立 

・エネルギー密度:10wt％,28g/L,コスト 4 万

円/kg-H2 を上回る水素貯蔵システムを実現

する要素・共通基盤技術の確立 

※各要素技術の目標は NEDO 技術開発ロード

マップに準じる 

※ロードマップ目標は技術・市場動向を踏ま

え適時見直す 

水電解装置のエネルギー消費量、耐久性、

システムコスト 

○固体酸化物型高温水蒸気電解（SOEC）: 

・エネルギー消費量（電気）:3.3kWh/Nm3,同

(熱 ):0.7kWh/Nm3,電流密度 :1.5A/cm2,劣化

率:0.5％/kh,システムコスト:6.8 万円/kW の

水蒸気電解システムを実現する要素・共通基

盤技術の確立と大型システムの成立性検証 

○アニオン交換膜型水電解（AEM）: 

・ エ ネ ル ギ ー消 費 量 :4.3kWh/Nm3, 電 流密

度:1.5A/cm2,劣化率:0.5％/kh,システムコス
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ト:3.9 万円/kW,貴金属使用量:0mg/W の水電

解システムを実現する要素・共通基盤技術の

確立と大型システムの成立性検証 

○プロトン交換膜型（PEM）、アルカリ（AWE）

水電解: 

・貴金属使用量 0.25mg/W（PEM），0.0mg/W

（AWE）,PFAS フリー等を実現する要素技術

の確立 

※現在検討中の NEDO 技術開発ロードマップ

の目標設定に応じて適時見直しを図る 

マネジメント 

・採択された課題に対して、中間地点で継続可否審査（ステージゲート審査）を行う。 

・ＰＬ、ＳＰＬ、ＰＭ、ＮＥＤＯ担当者が定期的に各テーマの進捗状況を把握し、産業界の

ニーズや実用化・事業化を見据えた研究開発方針を議論する。また、外部有識者による委員

会を開催し、目標達成に向けた評価や助言を行う。 

・事業開始 3 年目と終了時に、研究評価委員会において中間評価、終了時評価を実施する。 

プロジェクトリーダー等 

・事業内の研究開発の進捗状況を統括するプロジェクトリーダーを外部有識者に依頼する。

研究開発の進捗状況と、燃料電池や水電解装置に求められる技術とのマッチングなどを行

い、成果が迅速に社会実装につながるよう事業参画者にアドバイス等を行う。また、プロジ

ェクトリーダーを補佐するサブプロジェクトリーダーを設置する。 

実 施 体 制 METI ⇒［交付金］NEDO  ⇒ [委託・補助（2/3、1/2 以内）]民間企業、大学等 

  



４ 

 

２．評価 

経済産業省研究開発評価指針（令和 4 年 10 月）に基づく標準的評価項目・評価基準を踏まえて事前評価を

行い、適合性を確認した。以下に、外部評価者の評価及び問題点・改善点に対する対処方針・見解を示す。 

 

(1)外部評価者 

亀山 秀雄 国立大学法人東京農工大学 名誉教授 

田中 慎太郎 株式会社本田技術研究所 先進パワーユニットエネルギー研究所 

エネルギーユニット開発室 チーフエンジニア 

原田 文代 株式会社日本政策投資銀行 常務執行役員 

矢加部 久孝 東京ガス株式会社 執行役員 

水素カーボンマネジメント技術戦略部 部長 

矢田部 隆志 東京電力ホールディングス株式会社 技術戦略ユニット 技術統括室 プロデューサー 

（五十音順） 

 ※評価期間：4 月 15 日～4 月 22 日 

 

 

(2) 評価 

① 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

水 素 基 本 戦 略 、GX 推 進 法 、水 素 社 会 推 進 法の 内 容 に 準 拠 し た 内容で あ り 、国 の 政 策 に 貢献

す る 提 案 で あ る 。 水 素 利 活 用 の 鍵 と な る 燃 料 電 池 、 水 電 解 装 置 の 産 業 競 争 力 の 向 上 に 不 可 欠

な 要 素 技 術 の 研 究 開 発 支 援 と と も に 、 共 通 基 盤 技 術 、 施 設 群 を 整 備 す る も の で あ り 、 各 個 別

事 業 者 の リ ス ク 許 容度を 超 え る 事 業 と し て国が 実 施 す る 意 義 は 極めて 高 い 。  

 

他 方 で 、 文 部 科 学 省 や 環 境 省 等 の 関 連 事 業 と の す み 分 け や 連 携 を よ り 意 識 し て 進 め る べ き

で あ る 。 ま た 、 本 事 業 だ け で は 乗 り 越 え ら れ な い ボ ト ル ネ ッ ク や ノ ッ ク ア ウ ト フ ァ ク タ ー が

存 在 す る こ と が 危 惧され 、 他 プ ロ ジ ェ ク トも含 め た 包 括 的 な 取 り組み を お 願 い し た い 。  

水 素 の 低 価 格 化 は TCO を 削 減 し て 日 本 の 燃料 電 池 の 優 位 性 を 高める も の で あ り 、 規 制 (水

素 品 質 )の 緩 和 や そ れを 実 現 す る 燃 料 電 池の技 術 開 発 な ど 、必要 に応 じ て 水 素 製 造 技 術以外 の

ア プ ロ ー チ も 盛 り 込むべ き で あ る 。  

本 事 業 終 了 後 の 自 立 化 に つ い て 、 技 術 人 材 育 成 、 助 成 研 究 で の 企 業 の 持 続 的 な 事 業 経 営 へ

の 支 援 に つ い て の 道筋が 不 明 確 で あ る 。  

 

②  目標 

現 在 の 日 本 企 業 の シ ェ ア や 水 素 基 本 戦 略 に 基 づ い た 目 標 設 定 と な っ て お り 、 達 成 時 期 、 指

標 、 目 標 値 は 明 確 である 。 達 成 状 況 も 計 測可能 な 指 標 と し て 設 定され て い る 。  

 

他方で、車 両 を 一 括 りに す る と 、最 も 水 素 化に 適 し て い る 車 両（ 大型 ？ 長 距 離 ？ ）が 不明確

と な る た め 、 開 発 があい ま い に な る こ と が懸念 さ れ る 。  

ま た 、 水 素 社 会 を 運 営 す る と 共 に 改 善 や 改 革 を 進 め る 人 材 育 成 が 必 用 で あ り 、 本 事 業 の ア

ウ ト カ ム に そ の 点 が記載 さ れ て い な い 。 前回の 5 年 の 研 究 事 業 で水 素 関 係 分 野 で の 専門職 人
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材 と し て の 博 士 取 得 者 が 企 業 や 大 学 で ど の く ら い 生 ま れ た か を 調 査 し 、 そ の 数 値 を 基 に ア ウ

ト カ ム 目 標 と し て 人材育 成 の 数 値 目 標 を 掲げる こ と が 望 ま れ る 。  

ア ウ ト プ ッ ト か ら ア ウ ト カ ム に 向 か う 、 ア ウ ト カ ム を 実 現 す る た め の 戦 略 的 な シ ナ リ オ プ

ラ ニ ン グ に も 期 待 したい 。  

TRL の 設 定 が な さ れ てい な い 点 は 課 題 で ある 。  

 

③  マネジメント 

Ｍ Ｅ Ｔ Ｉ の 事 業 方 針 を 受 け 、 Ｎ Ｅ Ｄ Ｏ が 事 業 骨 子 を 策 定 し 、 適 切 な 評 価 委 員 が テ ー マ を 選

別 採 択 し て 進 捗 管 理 し て い く 的 確 な 体 制 が 取 ら れ て い る 。 ま た 、 技 術 開 発 の 進 捗 、 技 術 の ス

テ ー ジ ア ッ プ 、 事 業 時 期 へ の 時 間 に よ っ て 、 受 益 者 負 担 が 段 階 的 に 、 か つ 適 切 に 設 定 さ れ て

お り 、 受 託 者 が 長 期 的 か つ 連 続 的 に 事 業 に ア プ ロ ー チ で き る よ う な 配 慮 が な さ れ て い る 。 テ

ー マ 選 定 の 初 期 の 間 口 は 広 く 、 ス テ ー ジ ゲ ー ト で 有 望 な 研 究 の 絞 り 込 み が 行 わ れ 、 そ の 予 算

が 絞 ら れ た テ ー マ に 配 分 さ れ 、 選 択 と 集 中 が 進 む 仕 組 み と な っ て い る 。 さ ら に 、 前 身 の 事 業

で 構 築 し た 研 究 評 価 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 有 効 に 働 い て お り 、 今 回 も そ れ を 活 用 す る 計 画 で あ

る 事 を 高 く 評 価 す る。  

 

一 方 、 今 ま で の ス テ ー ジ ゲ ー ト で の 研 究 に 対 す る 対 応 は 、 「 失 敗 を 恐 れ さ せ る 」 対 応 で あ

っ た 。こ れ か ら は 、失敗 を 恐 れ な い 精 神 文化を 日 本 の 研 究 開 発 に涵養 す る こ と が 必 要 である 。

目 標 未 達 で も 、 内 容によ っ て は 「 チ ャ レ ンジ研 究 1 年 」 の 枠 を 設定 し て 、 未 達 の 要 因をし っ

か り と 考 察 し 、 新 た な 提 案 と 試 行 実 験 を 見 て 、 4 年 目 か ら 復 活 す る 場 合 も あ る よ う な 制 度 を

検 討 す る 必 要 が あ る。  

水 電 解 装 置 の 競 争 力 強 化 に 向 け て は 、 電 解 槽 そ の も の に 加 え て 周 辺 機 器 を 含 め た パ ッ ケ ー

ジ 化 が 重 要 で あ る 。 要 素 技 術 の 開 発 に 留 ま ら ず 、 関 連 事 業 者 と パ ッ ケ ー ジ 開 発 や 、 周 辺 機 器

と の 連 続 性 等 に つ い て 適 切 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り な が ら 実 装 、 商 業 化 の 蓋 然 性 を 高 め

て い く こ と を 期 待 する。  

更 に 、 ク ロ ー ズ ド ・ オ ー プ ン 戦 略 に も 関 係 す る が 、 例 え ば 水 電 解 の シ ス テ ム 開 発 は 、 材 料

の 膜 や 触 媒 か ら 、Ｃ ＣＭ ，Ｍ Ｅ Ａ ，ス タ ッ ク、補 機 、シ ス テ ム と 開発 工 程 の レ イ ヤ ー が垂直 分

離 し て お り 、 そ れ ぞ れ に お い て 複 数 プ レ ー ヤ ー が 存 在 す る 。 そ れ ぞ れ の レ イ ヤ ー で の 競 合 は

あ る が 、 次 期 プ ロ ジ ェ ク ト で は そ の 成 果 が 上 の レ イ ヤ ー で は ク ロ ス で 活 用 で き る よ う な 仕 組

み を お 願 い す る 。  

 

④ 前身事業の取組成果を踏まえたコメント 

前 身 事 業 は 産 業 界 か ら の 課 題 共 有 に 基 づ い た テ ー マ 設 定 が 行 わ れ 、 こ れ ま で 以 上 に 実 質 的

な 事 業 で あ っ た 。 技 術 開 発 は 事 業 化 ま で あ る 程 度 の 期 間 を 要 す る た め 前 事 業 と 不 連 続 で は な

く 、 成 果 を ベ ー ス と し て よ り 実 現 可 能 な 開 発 へ 継 続 に 繋 が っ て い る と 思 わ れ る 。 前 身 事 業 か

ら 設 置 さ れ た 評 価 解析 PF は 、 高 度 解 析等 で の ア カ デ ミ ア サポー ト や 各 テ ー マ の 成果の 横 並

び 評 価 を 通 じ て 事 業 全 体 の レ ベ ル ア ッ プ に 大 き く 貢 献 し た と 考 え て い る 。 本 事 業 で は 水 電 解

領 域 へ の 拡 張 を 期 待する 。  

 

一 方 で 、 前 身 事 業 は期首 か ら の FC と期 中 から の P2G と で は 開 発期 間 が 異 な る も の の、と

も に 双 方 に 応 用 が 利 く 技 術 で も あ る の で 、 技 術 の 進 捗 状 況 は 両 技 術 と も 常 に 同 じ ペ ー ス で の
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開 発 水 準 で あ る よ う に モ ニ タ リ ン グ し て い た だ き た い 。 ま た 要 素 技 術 で あ っ た と し て も 、 い

ず れ 大 型 化 、 多 積 層 化 、 製 造 効 率 な ど 汎 用 的 に 生 産 で き る こ と を 視 野 に 入 れ た 開 発 要 素 を 開

発 者 に は 要 請 い た だきた い 。  

今 後 の ア ウ ト カ ム 目 標 に つ い て は 、 事 業 進 捗 時 に 適 時 、 必 要 に 応 じ て 現 実 の 数 字 を 反 映 し

た 目 標 の 修 正 等 を 検 討 い た だ き た い 。 ま た 、 水 素 戦 略 に 定 め ら れ た 目 標 に 合 わ せ る だ け で な

く 、 ビ ジ ョ ン 創 発 型 研 究 開 発 と し て 、 自 ら の ビ ジ ョ ン を 描 く よ う に 、 ロ ジ ッ ク モ デ ル を 活 用

し た 研 究 開 発 の 提 案や事 後 評 価 を 行 う シ ステム を 導 入 す る こ と が望ま れ る 。  

 

 

(3) 問題点・改善点・今後への提言に対する対処方針 

① 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

問題点・改善点・今後への提言 対処方針・見解 

文 部 科 学 省 や 環 境 省 等 の 関 連 事 業 と の す み 分

け や 連 携 を よ り 意 識して 進 め る べ き で あ る。  

これまでも関係省庁との連携は図っており、今後も

積極的に推進し、本事業においても適切な連携を図

っていく。 

本 事 業 だ け で は 乗 り 越 え ら れ な い ボ ト ル ネ ッ

ク や ノ ッ ク ア ウ ト フ ァ ク タ ー が 存 在 す る こ と

が 危 惧 さ れ 、 他 プ ロ ジ ェ ク ト も 含 め た 包 括 的

な 取 り 組 み を お 願 いした い 。  

METI、NEDO では、水電解の大規模実証を行うグリ

ーンイノベーション事業、規制適正化を図る競争的

サプライチェーン事業など様々なアプローチのプロ

ジェクトを推進しており、水素社会の拡大に向けて

包括的な取り組みを続けていく。 

水 素 の 低 価 格 化 は TCO を 削 減 し て 日 本 の 燃

料 電 池 の 優 位 性 を 高める も の で あ り、規 制 (水

素 品 質 )の 緩 和 や そ れ を 実 現 す る 燃 料 電 池 の

技 術 開 発 な ど 、 必 要 に 応 じ て 水 素 製 造 技 術 以

外 の ア プ ロ ー チ も 盛り込 む べ き で あ る 。  

社会ニーズ等を踏まえ、水素の導入拡大や産業競争

力強化につながりうるものについては、技術開発以

外にも規制や制度見直しに関して、本事業に限らず

包括的な検討を進める。 

本 事 業 終 了 後 の 自 立 化 に つ い て 、 技 術 人 材 育

成 、 助 成 研 究 で の 企 業 の 持 続 的 な 事 業 経 営 へ

の 支 援 に つ い て の 道筋が 不 明 確 で あ る 。  

後述するように人材育成の目標は今後検討する。助

成研究に関しては本事業でも一部対象とする予定で

ある。 

 

② 目標 

問題点・改善点・今後への提言 対処方針・見解 

車 両 を 一 括 り に す る と 、 最 も 水 素 化 に 適 し て

い る 車 両 （ 大 型 ？ 長 距 離 ？ ） が 不 明 確 と な る

た め 、 開 発 が あ い ま い に な る こ と が 懸 念 さ れ

る 。  

NEDO の燃料電池技術開発ロードマップにおいて、

ニーズ等も踏まえ対象とする車両や使い方を定義し

た上で技術開発目標を設定している。ロードマップ

に関しては、引き続き改訂も見据えた検討を進める

予定であり、社会ニーズの動向も踏まえ適時適切に

見直していく予定である。 

水 素 社 会 を 運 営 す る と 共 に 改 善 や 改 革 を 進 め

る 人 材 育 成 が 必 用 で あ り 、 本 事 業 の ア ウ ト カ

ム に そ の 点 が 記 載 されて い な い 。 前 回 の 5 年

前身事業での人材育成の効果を事業終了前に調査す

ることとする。その結果も踏まえ、本事業でのアウ

トカム目標を検討する。 
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の 研 究 事 業 で 水 素 関 係 分 野 で の 専 門 職 人 材 と

し て の 博 士 取 得 者 が 企 業 や 大 学 で ど の く ら い

生 ま れ た か を 調 査 し 、 そ の 数 値 を 基 に ア ウ ト

カ ム 目 標 と し て 人 材 育 成 の 数 値 目 標 を 掲 げ る

こ と が 望 ま れ る 。  

ア ウ ト プ ッ ト か ら ア ウ ト カ ム に 向 か う 、 ア ウ

ト カ ム を 実 現 す る た め の 戦 略 的 な シ ナ リ オ プ

ラ ニ ン グ に も 期 待 したい 。  

今後研究開発内容の具体化と並行してアウトカム達

成に向けた戦略的なシナリオも検討する。 

TRL の 設 定 が な さ れ てい な い 。  今後技術開発内容の具体化、開発項目の細分化と合

わせて項目ごとに適切な TRL を設定する。 

 

③ マネジメント 

問題点・改善点・今後への提言 対処方針・見解 

今 ま で の ス テ ー ジ ゲ ー ト で の 研 究 に 対 す る 対

応 は 、「 失 敗 を 恐 れ させ る 」対 応 で あ っ た 。こ

れ か ら は 、 失 敗 を 恐 れ な い 精 神 文 化 を 日 本 の

研 究 開 発 に 涵 養 す る こ と が 必 要 で あ る 。 目 標

未 達 で も 、内 容 に よ って は「 チ ャ レ ン ジ 研 究 1

年 」 の 枠 を 設 定 し て 、 未 達 の 要 因 を し っ か り

と 考 察 し 、新 た な 提 案と 試 行 実 験 を 見 て 、4 年

目 か ら 復 活 す る 場 合 も あ る よ う な 制 度 を 検 討

す る 必 要 が あ る 。  

まず達成できる目標ではなく、本事業ではチャレン

ジングな目標を設定する。その上で仮に中間目標が

未達であったとしても、何らか最終的な目標達成に

つながりうる知見が得られていれば少額で継続する

など、ご指摘も踏まえ柔軟なステージゲートとなる

ような仕組みを検討する。 

水 電 解 装 置 の 競 争 力 強 化 に 向 け て は 、 電 解 槽

そ の も の に 加 え て 周 辺 機 器 を 含 め た パ ッ ケ ー

ジ 化 が 重 要 で あ る 。 要 素 技 術 の 開 発 に 留 ま ら

ず 、 関 連 事 業 者 と パ ッ ケ ー ジ 開 発 や 、 周 辺 機

器 と の 連 続 性 等 に つ い て 適 切 に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 取 り な が ら 実 装 、 商 業 化 の 蓋 然 性 を

高 め て い く こ と を 期待す る 。  

特に大型化に向けた開発においては、周辺機器やそ

の制御も含めたパッケージでの開発、検証を行う予

定である。また、その中で得られた共通的な知見に

関しては、極力要素技術開発にフィードバックでき

るような仕組み、体制を検討していく。 

材 料 の 膜 や 触 媒 か ら、Ｃ Ｃ Ｍ ，Ｍ Ｅ Ａ ，ス タッ

ク 、 補 機 、 シ ス テ ム と 開 発 工 程 の レ イ ヤ ー が

垂 直 分 離 し て お り 、 そ れ ぞ れ に お い て 複 数 プ

レ ー ヤ ー が 存 在 す る 。 そ れ ぞ れ の レ イ ヤ ー で

の 競 合 は あ る が 、 次 期 プ ロ ジ ェ ク ト で は そ の

成 果 が 上 の レ イ ヤ ー で は ク ロ ス で 活 用 で き る

よ う な 仕 組 み を お 願いす る 。  

前身事業においても、特に燃料電池開発に関しては

様々な下流企業で活用できるような体制や下流企業

がニーズや課題を出し合い協調して要素技術を開発

するなどの取り組みを推進しているところ。本事業

においても単なる垂直統合型の開発だけでなく、費

用対効果、波及効果も踏まえた枠組み・体制を検討

する。 

 

④ 前身事業の取組成果を踏まえた指摘事項 

問題点・改善点・今後への提言 対処方針・見解 

前 身 事 業 は 期 首 か らの FC と 期 中 か らの P2G

と で は 開 発 期 間 が 異 な る も の の 、 と も に 双 方

燃料電池と水電解の共通技術を効率的・効果的に開

発することも本事業の構想の一つであり、ご指摘の
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に 応 用 が 利 く 技 術 で も あ る の で 、 技 術 の 進 捗

状 況 は 両 技 術 と も 常 に 同 じ ペ ー ス で の 開 発 水

準 で あ る よ う に モ ニ タ リ ン グ し て い た だ き た

い 。  

ように両技術の共用も見据え進捗をモニタリングし

ていく。 

要 素 技 術 で あ っ た と し て も 、 い ず れ 大 型 化 、

多 積 層 化 、 製 造 効 率 な ど 汎 用 的 に 生 産 で き る

こ と を 視 野 に 入 れ た 開 発 要 素 を 開 発 者 に は 要

請 い た だ き た い 。  

本事業は社会実装を強く意識していることから、ご

指摘の点は提案時および事業期間中も事業者に対し

て要求する方針である。 

今 後 の ア ウ ト カ ム 目 標 に つ い て は 、 事 業 進 捗

時 に 適 時 、 必 要 に 応 じ て 現 実 の 数 字 を 反 映 し

た 目 標 の 修 正 等 を 検討い た だ き た い 。  

社会動向も踏まえ、アウトカム目標は事業期間中も

適時見直しを図ることとする。 

水 素 戦 略 に 定 め ら れ た 目 標 に 合 わ せ る だ け で

な く 、 ビ ジ ョ ン 創 発 型 研 究 開 発 と し て 、 自 ら

の ビ ジ ョ ン を 描 く よ う に 、 ロ ジ ッ ク モ デ ル を

活 用 し た 研 究 開 発 の 提 案 や 事 後 評 価 を 行 う シ

ス テ ム を 導 入 す る ことが 望 ま れ る 。  

短・中期的な研究開発と長期的な研究開発で適応す

るロジックモデルや評価手法は異なることから、各

研究開発項目に適した考え方を適用する。ご指摘の

点は特に長期的な研究開発に有用であると考えられ

ることから、そのような開発項目設定に当たっては

導入を検討する。 
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（参考）外部評価者の評価コメント 

 

以下、外部評価者から入手した意見を記載する。 

 

① 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

【肯定的意見】 

○  燃 料 電 池 (使 う )、 水 素 貯 蔵 (貯 め る )、 水 電 解 (作 る )と い う 水 素 社 会の 実 現 に 欠 か せ な い要素

が 全 て 盛 り 込 ま れ た事業 と な っ て お り 、事 業内 で の 要 素 間 リ ソ ース調 整 に よ り 、効 率 的 な課

題 解 決 へ の 貢 献 が 期待で き る 。  

オ ー プ ン・ク ロ ー ズ 戦略 は 一 般 的 な も の であり 、本 事 業 に も 適 用 でき る と 考 え る 。各 テ ーマ

の 権 利 化 は 必 要 に 応じて 適 切 に マ ネ ジ メ ントし て く だ さ い 。  

○  現 時 点 で の 日 本 の 政策を 踏 ま え た 内 容 と なって い る 。  

特 に 水 素 は 再 エ ネ 発 電 の 普 及 と と も に 電 解 水 素 関 連 の 技 術 水 準 が 国 際 的 に 上 が っ て き て い

る の で 継 続 的 な 国 による 技 術 開 発 は 研 究 者にと っ て は 長 期 的 な 取り組 み に 資 す る 。  

○  最 近 の 水 素 基 本 戦 略 、GX 推 進 法 、水 素 社 会推 進 法 の 内 容 に 準 拠した 内 容 で あ り 、国 の 政策

に 貢 献 す る 提 案 で ある。  

過 去 5 年 の 研 究 支 援か ら 学 ん だ オ ー プ ン・ク ロ ー ズ 戦 略 が 今 回有効 に 活 か さ れ る と 期待し

て い る 。  

○  水 素 利 活 用 の 鍵 と な る 燃 料 電 池 、 水 電 解 装 置 の 産 業 競 争 力 の 向 上 に 不 可 欠 な 要 素 技 術 の 研

究 開 発 支 援 と と も に 、共 通 基 盤 技 術 、施 設 群を 整 備 す る も の で あり、各 個 別 事 業 者 の リ スク

許 容 度 を 超 え る 事 業とし て 国 が 実 施 す る 意義は 極 め て 高 い 。  

○  水 素・燃 料 電 池 関 連 で日 本 が 世 界 で ビ ジ ネスと し て 伍 し て い く ために は 、ま た 、技 術 で 勝っ

て い く た め に は 、勝 てる 領 域 を 絞 り 戦 略 的に原 資 を 投 入 し 、技 術 開発 を 推 進 、お よ び サ ポー

ト し て い く こ と が 重要で あ り 、 位 置 づ け 、意義 を 明 確 に し て 事 業推進 が な さ れ て い る 。  

 

 

【問題点・改善点・今後への提言】 

○  本 事 業 と GteX の 違 い を も う 一 段 ブ レ イ クダウ ン し て 表 現 す る 必要が あ る 。ま た 、2035/40

ロ ー ド マ ッ プ 実 現 に 向 け て そ れ ぞ れ が 抜 け 漏 れ の な い 展 開 と な っ て い る こ と を 、 省 間 の 連

携 を よ り 一 層 強 化 して確 認 し て い た だ き たい。  

水 素 の 低 価 格 化 は TCO を 削 減 し て 日 本 の 燃 料 電 池 の 優 位 性 を 高め る も の で あ り 、 規 制 (水

素 品 質 )の 緩 和 や そ れを 実 現 す る 燃 料 電 池 の技 術 開 発 な ど 、 必 要 に応 じ て 水 素 製 造 技 術 以外

の ア プ ロ ー チ も 盛 り込む べ き で あ る 。  

○  2025 年 度 概 算 要 求を行 っ た 以 降 で 第 7 次 エネ ル ギ ー 基 本 計 画 が策定 さ れ る た め 、政 府 予算

案 の 段 階 で は 、 エ ネ基内 容 に ア ッ プ デ ー トが必 要 と 思 わ れ る 。  

2023 年 度 に 水 素 保安戦 略 も ま と め ら れ ている た め 、知 財 戦 略 に も保 安 を 含 め 、製 造 か ら運

用 ま で 一 体 的 な 取 組みす る こ と で 日 本 の 技術の 長 期 に わ た る 優 位性を 確 保 し た 方 が 良 い。  

○  本 事 業 終 了 後 の 自 立化に つ い て 、技 術 人 材 育成 、助 成 研 究 で の 企 業の 持 続 的 な 事 業 経 営への

支 援 に つ い て の 道 筋が不 明 確 で あ る 。  

水 素 社 会 推 進 法 と 同時に 成 立 し た CCS 事 業 法 と の 連 携 が 今 後 重要に な る と 考 え ら れ る 。そ

の 場 合 、電 気 分 解 技 術は 、環 境 省 と NEDO が進 め て い る CO2 の 電 気 分 解 を 組 み 入 れ た PtoC

技 術 と の 連 携 が 考 えられ る 。 回 収 CO2 を 貯 蔵 し 、 そ れ を 原 料 にして 電 気 分 解 で CO を 作り
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、 電 解 水 素 と 一 緒 に低炭 素 水 素 物 や e-fuel を 製 造 す る 技 術 開 発が今 後 加 速 す る と 思 われる

。そ の 際 に 、電 気 分 解技 術 を バ ラ バ ラ で 議論す る よ り 、同 じ フ ィ ール ド で 研 究 開 発 す る方が

効 率 的 で あ る と 思 われる 。  

○  水 素 基 本 戦 略 は 2023 年 に 改 訂 さ れ た が 、今後 社 会 情 勢 や 技 術 の発展 と と も に 具 体 的 な数値

目 標 等 は 都 度 見 直 さ れ る 可 能 性 も あ る た め 、 当 事 業 に お い て も 適 宜 目 標 や 実 施 方 法 等 を ア

ッ プ デ ー ト し て い くこと を 期 待 す る 。  

○  ア ウ ト カ ム 迄 の 必 要 な 取 り 組 み は 網 羅 さ れ て い る が 、 本 事 業 だ け で は 乗 り 越 え ら れ な い ボ

ト ル ネ ッ ク や ノ ッ ク ア ウ ト フ ァ ク タ ー が 存 在 す る こ と が 危 惧 さ れ 、 他 プ ロ ジ ェ ク ト も 含 め

た 包 括 的 な 取 り 組 みをお 願 い し た い 。  

オープン・クローズ戦略は理解の範囲であるが、今後世 界 で 勝 っ て い くた め に は 、敵 は誰 で ある か

を 見 極 め 、日 本 企 業 同士 の 競 争 を 極 力 避 け 、よ り オ ー プ ン に し て共有 化 し 、そ し て 外 国 企業

に 勝 っ て い く よ う なより 一 層 柔 軟 な オープン・クローズ戦略を期待する。 

 

 

② 目標 

【肯定的意見】 

○  現 在 の 日 本 企 業 の シェア や 水 素 基 本 戦 略 に基づ い た 目 標 設 定 と なって お り 、達 成 時 期 、指標

、 目 標 値 は 明 確 で ある。 達 成 状 況 も 計 測 可能な 指 標 と し て 設 定 されて い る 。  

○  シ ェ ア の 獲 得 を ア ウ ト カ ム に 設 定 し た こ と は 世 界 を 相 手 に し た ビ ジ ネ ス を 前 提 に 事 業 で あ

る と 評 価 で き る 。  

○  ア ウ ト プ ッ ト 目 標 は 、最 近 の 水 素 基 本 戦 略 、GX 推 進 法 、水 素 社 会推 進 法 の 内 容 に 準 拠した

目 標 を 設 定 し て 水 素の主 要 技 術 開 発 を 推 進する 内 容 で あ る 。  

○  水 素 基 本 戦 略 は 2023 年 に 改 訂 さ れ た が 、今後 社 会 情 勢 や 技 術 の発展 と と も に 具 体 的 な数値

目 標 等 は 都 度 見 直 さ れ る 可 能 性 も あ る た め 、 当 事 業 に お い て も 適 宜 目 標 や 実 施 方 法 等 を ア

ッ プ デ ー ト し て い くこと を 期 待 す る 。  

○  ア ウ ト カ ム と し て 、ＦＣ Ｖ 市 場 の 時 期 と 売り上 げ 目 標 が 明 確 で あり、将 来 の 野 心 的 大 き なビ

ッ グ ビ ジ ョ ン を 描 いて事 業 設 定 さ れ て い る。  

 

 

【問題点・改善点・今後への提言】 

○  前 身 事 業 は 今 年 度 が最終 年 度 の 為 、テ ー マ によ っ て は ま だ 最 終 成果が 確 認 で き て い な い 。成

果 と 目 標 値 に 乖 離 が大き い 場 合 (特 に FC 材料 の MEA と し て の 性能 )は 、 中 間 目 標 の 設定 方

法 を 見 直 し 、 事 業 後半で の 目 標 と 成 果 の 乖離が 小 さ く な る よ う にすべ き 。  

評 価 基 準 で は TRL の 設 定 が 指 示 さ れ て いるが 、 そ の 設 定 が な されて い な い 。  

○  車 両 を 一 括 り に す ると、最 も 水 素 化 に 適 し てい る 車 両（ 大 型 ？ 長 距離 ？ ）が 不 明 確 と な るた

め 、 開 発 が あ い ま いにな る こ と が 懸 念 さ れる。  

同 じ く 車 両 だ が 水 素ステ ー シ ョ ン 等 の 供 給イン フ ラ が 整 え ば FC や BEV に と っ て 不 得意 と

す る 寒 冷 地 で は 水素 ICE と い っ た 伏 線 技 術に も 応 用 が 可 能 な ため、 開 発 対 象 に 含 め ないに

し て も 、 技 術 の 展 開の可 能 性 は 視 野 に 入 れた方 が 良 い 。  

オ フ テ ー カ ー も 参 画する（ し て も ら う ）こ とで 当 該 技 術 の 市 場 性につ い て 予 見 性 を 高 められ

る と 思 料 。  

○  水 素 社 会 を 運 営 す る と 共 に 改 善 や 改 革 を 進 め る 人 材 育 成 が 必 用 で あ り 、 本 事 業 の ア ウ ト カ
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ム に そ の 点 が 記 載 されて い な い 。 前 回 の 5 年 の 研 究 事 業 で 水 素関係 分 野 で の 専 門 職 人材と

し て の 博 士 取 得 者 が 企 業 や 大 学 で ど の く ら い 生 ま れ た か を 調 査 し 、 そ の 数 値 を 基 に ア ウ ト

カ ム 目 標 と し て 人 材育成 の 数 値 目 標 を 掲 げるこ と が 望 ま れ る 。  

○  奨 励 さ れ て い る 技 術スペ ッ ク と TRL の 併 用に つ い て は （ 別 途 検討は さ れ て い る か も しれな

い が ） 少 な く と も 記載が 不 十 分 。  

○  バ ッ ク キ ャ ス ト で 設 定 さ れ た ア ウ ト プ ッ ト 目 標 は 一 つ 一 つ 明 確 で あ り 、 他 国 目 標 と 比 較 し

て も 競 争 力 の あ る 数 字 設 定 が さ れ て い る が 、 逆 に そ の 技 術 目 標 の 積 み 上 げ だ け で ア ウ ト カ

ム が 実 現 で き る わ けでは な く 、次 プ ロ ジェ クト で は ア ウ ト プ ッ トから ア ウ ト カ ム に 向 かう 、

ア ウ ト カ ム を 実 現 するた め の 戦 略 的 な シ ナリオ プ ラ ニ ン グ を 期 待した い 。  

 

③ マネジメント 

【肯定的意見】 

○  事 業 運 営 と 技 術 開 発 の 両 輪 で マ ネ ジ メ ン ト が 設 定 さ れ 、 採 択 に お い て も 有 識 者 に よ る 審 査

体 制 が 敷 か れ て お り 、競 争 力 と 公 平 性 が 保たれ て い る 。成 果 の 公 開に つ い て は オ ー プ ン・ク

ロ ー ズ 戦 略 に 基 づ いてテ ー マ ご と に 適 切 に実施 し て 下 さ い 。  

委 託 事 業 と 補 助 事 業 の 違 い が 明 確 に 定 義 さ れ て お り 、 進 捗 に よ る 委 託 か ら 補 助 へ の 変 更 や

補 助 事 業 内 で の 補 助 率 の 設 定 な ど 柔 軟 な 受 益 者 負 担 の 設 定 が 可 能 な 考 え 方 が 構 築 さ れ て い

る 。  

研 究 開 発 の 進 捗 管 理につ い て は PM、 PL と の 定 期 的 な MTG や 意 見 交 換 会 が 設 定 さ れてお

り 、妥 当 な 運 用 と 考 えま す 。テ ー マ の 継 続 判断 に つ い て も 明 確 な仕組 み が 設 定 さ れ て います

。  

○  イ ン セ ン テ ィ ブ 制 度は研 究 者 の 研 究 加 速 化に向 け た 取 り 組 み で あると 思 料  

○  研 究 開 発 の 参 加 者 のモチ ベ ー シ ョ ン を 高 めるア ワ ー ド 型 の 仕 組 みは評 価 出 来 る 。  

前 回 の 研 究 で 研 究 評 価 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 有 効 に 働 い て お り 、 今 回 も そ れ を 活 用 す る 計 画

で あ る 事 を 高 く 評 価する 。  

○  デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの統 一 化 、デ ー タベ ー スの 充 実 化 、MI や PI で の 利 活 用 、他 デー タ ベー

ス と の 連 携 等 に 関 するプ ロ ジ ェ ク ト 全 体 の方針 、仕 組 み が ビ ル ト イン さ れ る 予 定 で あ り 、そ

れ ら の 着 実 な 実 施 を期待 す る  

受 益 者 負 担 に つ き 、時間 軸 と 事 業 予 測 性 に応じ 委 託 事 業 、補 助 事 業を 適 切 に 組 み 合 わ せる仕

組 み と な っ て い る 。  

○  Ｍ Ｅ Ｔ Ｉ の 事 業 方 針を受 け 、Ｎ Ｅ Ｄ Ｏ が 事 業骨 子 を 策 定 し 、適 切 な評 価 委 員 が テ ー マ を選別

採 択 し て 進 捗 管 理 してい く 的 確 な 体 制 が 取られ て い る 。  

○  技 術 開 発 の 進 捗 、技 術の ス テ ー ジ ア ッ プ 、事業 時 期 へ の 時 間 に よって 、受 益 者 負 担 が 段 階的

に 、か つ 適 切 に 設 定 され て お り 、受 託 者 が 長期 的 か つ 連 続 的 に 事業に ア プ ロ ー チ で き るよう

な 配 慮 が な さ れ て いる。  

○  テ ー マ 選 定 の 初 期 の間口 は 広 く 、ス テ ー ジ ゲー ト で 有 望 な 研 究 の絞り 込 み が 行 わ れ 、そ の予

算 が 絞 ら れ た テ ー マに配 分 さ れ 、 選 択 と 集中が 進 む 仕 組 み と な ってい る 。  

 

【問題点・改善点・今後への提言】 

○  モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 の 仕 組 み に つ い て は 、 予 算 増 額 の 必 要 性 を 吟 味 し た 上 で の 運 用 と な る

よ う に 留 意 し て く ださい 。  

○  受 益 者 負 担 の 考 え 方 に 異 論 は な い が 、 開 発 部 門 も 市 場 を 見 据 え た 開 発 を 行 う 必 要 は あ る も
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の の 負 担 に つ い て は 最 終 的 に 同 法 人 が 得 た 収 入 を 法 人 税 な ど 会 社 全 体 の 収 益 か ら 回 収 で き

る よ う な 仕 組 み に すると 研 究 者 は 開 発 に 特化で き る か も し れ な い。  

○  今 ま で の ス テ ー ジ ゲート で の 研 究 に 対 す る対応 は 、「 失 敗 を 恐 れ させ る 」対 応 で あ っ た 。こ

れ か ら は 、失 敗 を 恐 れな い 精 神 文 化 を 日 本の研 究 開 発 に 涵 養 す ること が 必 要 で あ る 。目 標未

達 で も 、内 容 に よっ ては「 チ ャ レ ン ジ 研 究 1 年 」の 枠 を 設 定 して 、未 達 の 要 因 を し っ かりと

考 察 し 、新 た な 提 案 と試 行 実 験 を 見 て 、4 年目 か ら 復 活 す る 場 合もあ る よ う な 制 度 を 検討す

る 必 要 が あ る 。  

欧 米 で は「 チ ャ レ ン ジ研 究 」の 風 土 が あ り 、失 敗 し て も 見 直 し て成功 に 導 く 制 度 の 効 果が示

さ れ て い る 。日 本 の 研究 所 や 企 業 で も「 チ ャレ ン ジ 研 究 」期 間 を 取り 入 れ て い る 事 例 も多く

な っ て き て い る 。  

委 託 事 業 者 に 対 し て 、な る べ く 国 が 行 う 実証事 業 で 挑 戦 す る 機 会を設 け る よ う に し て 、経済

性 を 持 た せ る た め の創意 工 夫 が 行 え る よ うに配 慮 す る こ と が 望 まれる 。  

環 境 省 の 水 素 ア プ ラ イ チ ェ ー ン や エ ネ 庁 の 省 エ ネ 事 業 な ど で 中 小 型 機 器 で 販 売 レ ベ ル の あ

る 機 器 を 積 極 的 に 使 う よ う な 配 慮 が 必 用 で あ る 。 水 電 解 設 備 や 燃 料 電 池 設 備 も 積 極 的 な 活

用 支 援 と の 連 携 が 必要と 思 わ れ る 。  

○  水 電 解 装 置 の 競 争 力 強 化 に 向 け て は 、 電 解 槽 そ の も の に 加 え て 周 辺 機 器 を 含 め た パ ッ ケ ー

ジ 化 が 重 要 で あ る 。要素 技 術 の 開 発 に 留 まらず 、関 連 事 業 者 と パ ッケ ー ジ 開 発 や 、周 辺 機器

と の 連 続 性 等 に つ い て 適 切 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り な が ら 実 装 、 商 業 化 の 蓋 然 性 を 高

め て い く こ と を 期 待する 。  

モ チ ベ ー シ ョ ン に つ い て は ス テ ー ジ ゲ ー ト に 加 え 一 定 の 研 究 開 発 費 増 額 の 可 能 性 が 示 唆 さ

れ て い る が 、 更 な る工夫 の 余 地 を 追 求 し ていた だ き た い 。  

○  ク ロ ー ズ ド・オ ー プ ン戦 略 に も 関 係 す る が 、例 え ば 水 電 解 の シ ステム 開 発 は 、材 料 の 膜 や触

媒 か ら 、Ｃ Ｃ Ｍ ，Ｍ ＥＡ ，ス タ ッ ク 、補 機 、シ ス テ ム と 開 発 工 程のレ イ ヤ ー が 垂 直 分 離して

お り 、そ れ ぞ れ に お いて 複 数 プ レ ー ヤ ー が存在 す る 。そ れ ぞ れ の レイ ヤ ー で の 競 合 は あるが

、 次 期 プ ロ ジ ェ ク ト で は そ の 成 果 が 上 の レ イ ヤ ー で は ク ロ ス で 活 用 で き る よ う な 仕 組 み を

お 願 い す る 。  

 

④ 前身事業の取組成果を踏まえたコメント 

【肯定的意見】 

○ 前 身 事 業 は 産 業 界 か ら の 課 題 共 有 に 基 づ い た テ ー マ 設 定 が 行 わ れ 、 こ れ ま で 以 上 に 実 質 的

な 事 業 で あ っ た 。 本 事 業 で は ロ ー ド マ ッ プ 実 現 と い う 目 的 か ら ブ レ イ ク ダ ウ ン さ れ た 各 技

術 要 素 の 目 標 達 成 に向け た テ ー マ 設 定 と なるこ と を 期 待 し て い ます。  

前 身 事 業 か ら 設 置 された 評 価 解 析 PF は 、高 度 解 析 等 で の ア カ デミア サ ポ ー ト や 各 テ ーマの

成 果 の 横 並 び 評 価 を 通 じ て 事 業 全 体 の レ ベ ル ア ッ プ に 大 き く 貢 献 し た と 考 え て い る 。 本 事

業 で は 水 電 解 領 域 への拡 張 を 期 待 し て い ます。  

ス テ ー ジ ゲ ー ト 制 に よ る 事 業 途 中 で の 継 続 審 査 や 新 規 テ ー マ 採 択 な ど 、 事 業 内 の テ ー マ 状

況 に 応 じ た 臨 機 応 変 な 事 業 展 開 を 行 っ て い た 。 本 事 業 で も 同 様 の シ ス テ ム の 採 用 が 予 定 さ

れ て お り 、 妥 当 な 方針で あ る 。 

○ 技 術 開 発 は 事 業 化 ま で あ る 程 度 の 期 間 を 要 す る た め 前 事 業 と 不 連 続 で は な く 、 成 果 を ベ ー

ス と し て よ り 実 現 可能な 開 発 へ 継 続 に 繋 がって い る と 思 わ れ る 。  

○ 中 間 評 価 で 目 標 に 大 幅 に 未 達 の 課 題 を 非 継 続 に す る ス テ ー ジ ゲ ー ト は あ る 程 度 緊 張 感 を も

っ て 研 究 に 取 組 ま せる効 果 が あ っ た と 思 われる の で 、 本 事 業 で も踏襲 す る 事 は 良 い 。  
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前 回 の 研 究 で 研 究 評 価 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 有 効 に 働 い て お り 、 そ の や り 方 は 今 後 も 必 要 に

思 わ れ る 。  

○ 前 身 事 業 で は 乗 用 車 が 適 用 用 途 の 中 心 で あ っ た が 、 技 術 の 進 展 と 社 会 の 要 請 に よ り 主 力 用

途 を 商 用 車 や そ の 他 の 多 様 な モ ビ リ テ ィ に 拡 大 し 、 必 要 な 要 素 技 術 を 洗 い 出 し て い る 点 は

評 価 に 値 す る 。  

○ 事前事業は日本の燃料電池関係の技術を進展させ、新しい産業として根付かせるための技術の進展を支

え、また、日本の国際競争力の強化に大いに貢献した。燃料電池のテーマでは一定以上の成果を出してお

り、類似技術の進展として水電解分野への拡張が期待される。 

 

【 問 題 点 ・ 改 善 点 ・今後 へ の 提 言 】  

○  前 事 業 は 期 首 か ら の FC と 期 中 か ら の P2G と で は 開 発 期 間 が 異なる も の の 、 と も に 双方に

応 用 が 利 く 技 術 で も あ る の で 、 技 術 の 進 捗 状 況 は 両 技 術 と も 常 に 同 じ ペ ー ス で の 開 発 水 準

で あ る よ う に モ ニ タリン グ し て い た だ き たい。  

要 素 技 術 で あ っ た として も 、い ず れ 大 型 化 、多 積 層 化 、製 造 効 率 など 汎 用 的 に 生 産 で きるこ

と を 視 野 に 入 れ た 開発要 素 を 開 発 者 に は 要請頂 き た い 。  

○  水 素 戦 略 に 定 め ら れた目 標 に 合 わ せ る だ けでな く 、ビ ジ ョ ン 創 発 型研 究 開 発 と し て 、自 らの

ビ ジ ョ ン を 描 く よ う に 、 ロ ジ ッ ク モ デ ル を 活 用 し た 研 究 開 発 の 提 案 や 事 後 評 価 を 行 う シ ス

テ ム を 導 入 す る こ とが望 ま れ る 。  

10 年 、20 年 先 に 燃 料電 池 の 社 会 を 主 体 的に関 与 す る 若 手 人 材 の育成 の 意 識 が 欠 け て いたよ

う に 思 わ れ る 。今 後 、研 究 成 果 で 社 会 人 の博士 取 得 者 を た く さ ん生み 出 す よ う な 目 標 を定め

る こ と も 必 要 に 思 う。  

中 間 評 価 の 評 価 基 準をも っ と 柔 軟 に し て 、失敗 か ら 学 べ る 要 素 を入れ る こ と が 望 ま れ る。  

○  前 身 事 業 の ア ウ ト カ ム指 標 の う ち 、 FCV 市 場 の 拡 大 に つ き 、 達 成見 込 み と い う 評 価 に は違

和 感 を お ぼ え る 。 少 な く と も 現 時 点 で は ロ ー ド マ ッ プ の 数 値 目 標 に は る か に 及 ば な い 数 字

で あ る 。今 後 の ア ウ トカ ム 目 標 に つ い て は 、事 業 進 捗 時 に 適 時 、必要 に 応 じ て 現 実 の 数字を

反 映 し た 目 標 の 修 正等を 検 討 い た だ き た い。  

○  水 素 は カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現 に 向 け て 必 須 の ア イ テ ム で あ り 、 水 素 を 製 造 す る 水 電 解

分 野 は 、燃 料 電 池 分 野以 上 の 巨 大 な マ ー ケット が 期 待 で き る 一 方 、国 際 競 争 力 は 一 層 に厳し

い 状 況 で あ る 。国 際 競争 に 勝 ち 抜 く た め にも、世 界 ト レ ン ド を 把 握し 、世 界 に 勝 て る 技 術の

早 期 開 発 と 、 早 期 の市場 参 入 、 開 拓 が で きる戦 略 的 支 援 を 期 待 してい る 。  



材料開発、プロセス最適化、評価基盤開発

事業目的・概要 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

成果目標・事業期間

事業概要

燃料電池および水電解装置の飛躍的な性能や耐久性の向上、
コスト低減に資する触媒等の部材探索などを含め革新的な研究
開発を行う。また、その研究開発を高度化・加速化するため、新た
な材料等の探索・評価において、マテリアル／プロセスインフォマティ
クスや計測インフォマティクス、マルチモーダル計測と高度解析といっ
たDX技術の活用に必要になるシステム開発等を支援する。

具体的には、燃料電池では大型商用車用、水電解装置ではア
ニオン交換膜（AEM）型水電解と固体酸化物型高温水蒸気電
解（SOEC）に重きを置き、評価解析技術の確立や革新的な部
素材の開発等を目指す。

令和7年度から令和11年度までの5年間の事業であり、

短期的には、量子ビーム施設やAI等のDX技術の活用による研
究開発の高度化・加速化を目指す。

長期的には、水電解装置や燃料電池の高性能化・低コスト化を
目指す。

基幹部材（触媒・電解質膜等） セル・スタック

商用車向け燃料電池

水電解装置

MEI
MI
PI

量子ビーム施設

水素社会推進に向けた先導的な技術開発・実証事業のうち、

（３）水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業
令和7年度概算要求額 72億円（新規）

量子ビーム施設やAI等のDX技術の活用

水電解装置・燃料電池の要素技術開発

資源エネルギー庁

省エネルギー・新エネルギー部

水素・アンモニア課

委託・補助（2/3、 1/2）

国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構(NEDO) 民間企業等国

交付
事業目的

水素の本格的な普及に向け、DX技術を活用して、水素製造と
利用の両翼を担う水電解装置と燃料電池の研究ならびに技術開
発を加速化させる。そして、我が国の産業競争力の強化と市場の
創造を促進し、他国を引き離す技術開発に繋げる。

今後、燃料電池においては大型商用車への適用に伴う要求性
能の急激な向上が、水電解装置においては低コスト、高効率、お
よび高耐久化が見込まれることから、これらのニーズに応えるため、
DX技術を導入・活用し、早期に実現することを目的とする。
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